
Ⅰ  岡山市の目指す教職員像 ･････････････････････････ 1

Ⅱ 小学校・中学校・義務教育学校・高等学校
１ 指標

(1) 教諭
① 採用時（岡山県・岡山市共通） ･････････････ 2
② 採用後（岡山市版） ･･･････････････････････ 3

(2) 主幹教諭・指導教諭（岡山市版） ･･･････････････ 4
(3) 副校長・教頭，校長（岡山市版） ･･･････････････ 5
(4) 養護教諭

① 採用時（岡山県・岡山市共通） ･････････････ 6
② 採用後（岡山市版） ･･･････････････････････ 7

(5) 栄養教諭
① 採用時（岡山県・岡山市共通） ･････････････ 8
② 採用後（岡山市版） ･･･････････････････････ 9

２ 研修体系 ･･････････････････････････････････････ 10
３ 研修ステージ ･･････････････････････････････････ 11
４ キャリアステージ ･･････････････････････････････ 12
５ 資質能力と研修体系の相関 ･･････････････････････ 13

Ⅲ  就学前
１ 指標

(1) 教員等（岡山市版） ･･････････････････････････ 14
(2) 園 長（岡山市版） ･･････････････････････････ 15

２ 研修体系 ･･････････････････････････････････････ 16
３ 研修ステージ ･･････････････････････････････････ 17
４ キャリアステージ ･･････････････････････････････ 18
５ 資質能力と研修体系の相関 ･･････････････････････ 19

（ 頁 ）

岡山市教員等育成指標

平成２９年１２月

岡山市・岡山市教育委員会
（令和５年３月 改定）



第３期岡山市教育振興基本計画より
Ⅰ  岡山市の目指す教職員像
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領域 資質能力 目標

【教職への思い】

○教育への夢と希望をもち，児童生徒の成長のために教育に携わる意欲がある。

〇教育的愛情をもって本気で児童生徒と関わることができ，教員としての喜びや意
義を見出している。

〇児童生徒一人一人の良さを認めて，児童生徒のやる気を引き出すことができる。

【社会人としての自覚】
○社会人としての自覚をもって自己を律することができ，法令等を遵守している。

〇チームの一員として役割を自覚し，協働して課題解決に取り組むことができる。

【向上心】

〇広い教養を備え，人間的魅力を高めようとする意欲がある。

〇多様な経験を積む中で，絶えず自分の取組を振り返り，次の課題解決に生かすこ
とができる。

【生徒指導・教育相談・
   　　児童生徒理解の力】
【学級（ＨＲ）経営の力】

○生徒指導・教育相談の基礎的知識を身に付け，児童生徒との信頼関係を築くこと
の重要性を理解している。

〇適切な児童生徒理解に基づいて，学級（HR）の規範意識を高め，互いの個性や多
様性を認め合う望ましい集団づくりを行うための基礎的な知識を身に付けている。

○安全・安心な教育環境を確保するための基礎的な知識を身に付けている。

〇特別な配慮を要する児童生徒一人一人の実態に応じた指導や支援について基礎的
な知識を身に付けている。

【教育課題を解決しようとする力】
○岡山県・岡山市それぞれの地域の実態や学校の教育課題を理解し，課題解決に向
けて取り組む意欲がある。

【コミュニケーション力】

○様々な人と協力・連携する中で、多様な考え方を受け入れつつ自分の考えを伝え
たり，良好な人間関係を築いたりすることができる。

○組織の中での役割を理解したり，互いの仕事や健康について相談したりすること
ができる。

Ⅱ 小学校・中学校・義務教育学校・高等学校

　　１ 指標

採用時に求める指標（岡山県と岡山市共通）

【授業をつくる力】

○学習指導要領を理解した上で，児童生徒の学習状況や個の特性等の実態を意識し
た授業づくりをすることができる。
   ・学習指導要領をもとに教材研究を行う基礎的な知識・技能を身に付けている。
   ・教材研究に基づいて学習指導案を作成することができる。
   ・作成した学習指導案に沿って適切に授業を進めることができる。
   ・学習の基盤となる学習規律を確立して授業を進めることができる。
   ・自他の授業を振り返り，主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業に生か
　　すことができる。
　・特別支援教育の視点を取り入れた授業づくりのための基礎的な知識・技能を身
　　に付けている。

○今日的な教育課題やカリキュラム・マネジメントについて基礎的な知識を身に付
けている。

○ＩＣＴ活用について基礎的な知識・技能を身に付けている。

採用時（教諭）
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(1) 教諭 ① 採用時



② 教育データを適切に収集・整理・分析し，児童生徒の実態に応じた学校教育の向上を図ることが
できる。

採用時 １年目～３年目 ４年目～10年目 11年目～15年目 16年目以上

① ＩＣＴの特性・有効性を理解し，授業や校務
等の改善に向けたＩＣＴの活用を提案し，その推
進を図るとともに，校内全体の系統的な情報活用
能力の育成を図ることができる。

① ＩＣＴの特性・有効性を理解し，授業や校務
等で効果的にＩＣＴを活用するとともに，児童生
徒の情報活用能力の育成につながる授業づくりに
継続的に取り組むことができる。

② 教育データを収集・整理・分析し，児童生徒
の実態に応じた効果的な授業や学級経営等を実現
することができる。

① ＩＣＴの特性・有効性を理解し，授業や校務等
の改善に向けたＩＣＴの活用を提案するととも
に，自らの実践を基に校内全体の系統的な情報活
用能力の育成につなげることができる。

  J　特別な配慮や支援を
  　 要する児童生徒へ
      対応する力

〇特別な配慮を要する児童生徒一人一人の実態に応
じた指導や支援をすることができる。

〇特別な配慮を要する児童生徒一人一人の背景や
原因を的確に把握し，適切な指導や支援をするこ
とができる。

〇積極的かつ計画的に校内の特別支援教育コー
ディネーター及び関係機関と連携し，指導や支援
を推進することができる。

〇特別支援教育の校内体制の充実に向けて，積極
的に関係機関との連携を図り，コーディネーター
的役割を果たすことができる。

①児童生徒理解について他の教職員からの相談に
応じ，一人一人の個性を踏まえた適切な指導や支
援について助言をすることができる。

②信頼される学級経営に取り組むとともに，学年
の児童生徒の集団づくりを進めることができる。

③学年の中核として，生徒指導方針を立てるとと
もに，組織的に生徒指導を推進することができ
る。
④家庭・地域・関係機関と連携を図り，問題行動
の未然防止や早期解決を行うことができる。

①児童生徒の個性を最大限に伸ばすための適切な
指導体制や支援体制を校内に構築することができ
る。

②模範となる学級経営に取り組むとともに，全校
児童生徒の集団づくりを進めることができる。

③校内の中核として，生徒指導方針を立てるとと
もに，組織的に生徒指導を推進することができ
る。
④家庭・地域・関係機関との連携を深め，問題解
決へ向けての推進体制を構築することができる。

    G　授業展開力

    F　授業構想力

〇児童生徒の実態を踏まえ，「授業これだけは！」
等，学習指導の基礎基本を基に「めあて・考え表現
する・まとめ」の構想を工夫しながら，主体的・対
話的で深い学びの実現に向けた授業づくりに取り組
むことができる。

 K　ＩＣＴや情報・
　　 教育データの活用力
 ① 効果的なＩＣＴ活用力，
     情報活用能力の育成
 ② 教育データの活用力

① ＩＣＴの特性・有効性を理解し，授業や校務等で
日常的にＩＣＴを活用するとともに，児童生徒の情
報活用能力の育成を意識した授業づくりに取り組む
ことができる。

② 教育データを収集・整理・分析し，児童生徒の実
態に応じた授業や学級経営等の実現に努めることが
できる。

①危機管理や学校の課題について改善策を提案し
ながら，広く積極的・効率的に校務に取り組むこ
とができる。
②ミドルリーダーとしての自覚をもち，若手教員
と校内の教職員をつなぐコーディネーター的な役
割を担うことができる。

○学習状況を把握し，学習活動場面や次時の指導に
活かすことができる。基本的な指導技術の向上に取
り組むことができる。

○一人一人の学習状況を把握し，次時や次単元の
指導に活かすことができる。自己の専門性の向上
に取り組むことができる。

○学習状況を適切に評価し，補充的・発展的な指
導を行うことができる。自己の課題や苦手分野を
明らかにし，改善に取り組むことができる。

○児童生徒の学力や校内の授業力に関する課題を
明らかにし，年間指導計画等の改善に取り組むこ
とができる。

○校内の模範として授業を公開するなど，ニーズ
に応じて授業改善のための具体的な実践に取り組
むことができる。

○校内の教職員の経験や能力を考慮しながら指導
助言を行い，授業力向上に取り組む意欲を高める
ことができる。

○授業規律を確立するとともに，児童生徒の反応や
思考の流れを大切にした授業を展開することができ
る。

〇児童生徒の課題意識のつながりや理解度に応じ
て，より有効な手立てを探りながら単元の学習計
画を展開することができる。

○提案性のある授業を積極的に公開するなど，目
的に応じて教材開発やより効果的な指導方法の実
践に取り組むことができる。

〇校内研究の推進を図り，授業の展開について的
確な助言をすることができる。

○児童生徒の発達段階の系統や学習内容の横断的
な関連を踏まえ，カリキュラム・マネジメントの
視点から指導内容の精選や指導方法の改善に取り
組むことができる。

〇校内研究に主体的に参画し，他の教職員が授業
を計画する際に授業の構想について助言すること
ができる。

○児童生徒の個々の実態を踏まえ，教材研究を通
して単元構想を工夫しながら，主体的・対話的で
深い学びの実現に向けた授業づくりに取り組むこ
とができる。

    B　向上心
 
 ① 自己研鑽
 ② 今日的な教育課題への
     対応力

①より優れた教員を目指し，研修を通して自己研鑽に努め，学び続けている。

②社会の変化や今日的な教育課題（※）に関心をもち，解決に向け，自分を成長させることができる。

①教職員の模範となるよう研修を通して自己研鑽に努め，学び続けている。

②社会の変化や今日的な教育課題（※）に柔軟に対応し，課題解決に向け，組織の成長に寄与する
ことができる。

   C　人間関係力
 

 ① 礼儀・社会性
 ② 他者との協調

①礼儀作法，言葉遣い，マナー等，社会人としての良識を身に付けた対応ができる。

②積極的にコミュニケーションを図るとともに，他者と協調することができる。

①礼儀作法，言葉遣い，マナー等の模範となるように努めるとともに，信頼される組織づくりに寄
与することができる。

②組織のコミュニケーションを活性化させるとともに，幅広く他者と協調することができる。

①常に児童生徒のより良い成長を目指し，岡山市の教員としての使命感と高潔な教育理念をもって
教育活動にあたることができる。

②校内に，法令遵守の気運や誠実かつ公正に職務を遂行する風土を醸成することができる。

①豊かな経験に裏打ちされた高い識見をもち，幅広く他者から信頼されるよう人間的魅力を高める
ことができる。

②人権感覚をさらに磨き，組織として人権尊重の推進を図ることができる。

③組織としての働き方を見直すとともに，教職員のメンタルヘルスの推進を図ることができる。

①校内の教職員と意識や取組の共有を図りなが
ら，中核として校務に適切に取り組むことができ
る。
②若手教員やメンターを支援し，意図的・計画
的・組織的に学校全体のOJTを推進することが
できる。

○中学校区における一貫教育の系統や地域の特色
を踏まえ，カリキュラム・マネジメントの視点か
ら魅力のある授業づくりに取り組むことができ
る。

〇校内研究の組織的な運営や地域との連携を行
い，目標達成のための研究体制を整えることがで
きる。

    A　使命感
 

 ① 使命感・情熱
 ② 倫理観

【教職への思い】
○教育への夢と希望をもち，児童生徒の成長のため
に教育に携わる意欲がある。
〇教育的愛情をもって本気で児童生徒と関わること
ができ，教員としての喜びや意義を見出している。
〇児童生徒一人一人の良さを認めて，児童生徒のや
る気を引き出すことができる。

【社会人としての自覚】
○社会人としての自覚をもって自己を律することが
でき，法令等を遵守している。
〇チームの一員として役割を自覚し，協働して課題
に取り組むことができる。

【向上心】
〇広い教養を備え，人間的魅力を高めようとする意
欲がある。
〇多様な経験を積む中で，絶えず自分の取組を振り
返り，次の課題解決に生かすことができる。

【教育課題を解決しようとする力】
○岡山市の地域の実態や学校の教育課題を理解し，
課題解決に向けて取り組む意欲がある。

【コミュニケーション力】
○様々な人と協力・連携する中で，多様な考え方を
受け入れつつ自分の考えを伝えたり，良好な人間関
係を築いたりすることができる。
○組織の中での役割を理解したり，互いの仕事や健
康について相談したりすることができる。

【授業をつくる力】
○学習指導要領を理解した上で，児童生徒の学習状
況や個の特性等の実態を意識した授業づくりをする
ことができる。
   ・学習指導要領をもとに教材研究を行う基礎的
　　な知識・技能を身に付けている。
   ・教材研究に基づいて学習指導案を作成するこ
　　とができる。
   ・作成した学習指導案に沿って適切に授業を進
　　めることができる。
   ・学習の基盤となる学習規律を確立して授業を
　　進めることができる。
   ・自他の授業を振り返り，主体的・対話的で深
　　い学びの実現に向けた授業に生かすことがで
　　きる。
○今日的な教育課題やカリキュラム・マネジメント
について基礎的な知識を身に付けている。

【生徒指導・教育相談・児童生徒理解の力】
【学級（ＨＲ）経営の力】
○生徒指導・教育相談の基礎的知識を身に付け，児
童生徒との信頼関係を築くことの重要性を理解して
いる。
〇適切な児童生徒理解に基づいて，学級（HR）の規
範意識を高め，互いの個性や多様性を認め合う望ま
しい集団づくりを行うための基礎的な知識を身に付
けている。
○安全・安心な教育環境を確保するための基礎的な
知識を身に付けている。

〇特別な配慮を要する児童生徒一人一人の実態に応
じた指導や支援について基礎的な知識を身に付けて
いる。
【授業をつくる力】
〇特別支援教育の視点を取り入れた授業づくりのた
めの基礎的な知識・技能を身に付けている。

○ＩＣＴ活用について基礎的な知識・技能を身に付
けている。

①常に児童生徒のより良い成長を目指し，岡山市の教員としての使命感をもって教育活動にあたること
ができる。

②教育公務員としての自覚をもち，法令等を遵守し誠実かつ公正に職務を遂行することができる。

    D　人間性

 ① 人間的魅力
 ② 人権尊重
 ③ 健康管理

①広い教養と経験をもとに，周囲から信頼されるよう人間的魅力を高めることができる。

②人権感覚を高め，相手の立場を尊重しながら，他者に接することができる。

③自己のストレス解消法を見つけ，明日への活力につなげることができる。

　 H　授業改善力

   E　マネジメント力

 ① 学年学校経営，
　  校務の遂行
 ② 職場のOJT

①管理職や同僚等に報告・連絡・相談を適切に行い
ながら，計画的に校務に取り組むことができる。

②管理職や同僚等からの指導・助言を謙虚に受け止
め，自主的な学びの場を求めることができる。

①学年団組織の経営について参画・調整しなが
ら，主体的に校務に取り組むことができる。

②メンターとしての自覚をもち，若手教員の課題
や悩みに寄り添い，日常的に適切な助言を行うこ
とができる。

    I　生徒指導力

 ① 基本的な関わり方
 ② 集団づくり
 ③ 問題行動対応力
 ④ 家庭等との連携

①児童生徒との積極的な関わりの中で，心情や行動
を理解し，適切な指導や支援をすることができる。

②学級経営の取組方法を学び，先輩教員や管理職に
相談しながら適切に集団づくりを進めることができ
る。

③学校の生徒指導方針に基づき，報告・連絡・相談
を通した柔軟で適切な対応ができる。

④家庭との連携の大切さを認識し，情報共有を図る
ことができる。

①様々な情報に基づき，児童生徒の心情や行動を
的確に理解し，一人一人の成長・発達の実態に即
した適切な指導や支援をすることができる。

②学級経営の様々な取組方法をもとに，創意工夫
しながら実態に応じた集団づくりを進めることが
できる。

③児童生徒との信頼関係を築き，問題行動等の未
然防止や早期解決に率先して取り組むことができ
る。
④家庭・地域と連携を図り，信頼関係を築くこと
ができる。

（採用時に求める資質能力） 教職員として必要な基礎・基本を
身に付ける

基礎・基本をもとに，積極的に実践を
積み重ねる

自らの実践をもとに，後輩の育成に貢献し，

ミドルリーダーとして学校運営に積極
的に参画する

学校組織の活性化を図り，
リーダーシップを発揮する

Ⅳ深化・発展期（採用時） Ⅰ基礎形成期 Ⅱ向上期 Ⅲ充実期

教諭の資質能力に関する指標（岡山市版） ※ 採用時のみ岡山県と岡山市共通

ステージ

資質能力

教諭

主幹教諭・指導教諭の指標は別紙

3

(1) 教諭 ② 採用後

※ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善，カリキュラム・マネジメントの充実，情報活用能力の育成，外国語教育，道徳教育，キャリア教育 等，内容面については研修において「力量」の視点から育成する。
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 K　ＩＣＴや情報・
　　教育データの活用力
 ① 効果的なＩＣＴ活用力，
　  情報活用能力の育成
 ② 教育データの活用力

➊ ＩＣＴの特性・有効性を理解し，校務処理の
効率化に向けたＩＣＴの活用を推進するととも
に，校内全体の系統的な情報活用能力の育成を
図ることができる。

➋ 管理職を補佐し，教育データを適切に収集・
整理・分析し，学校の教育ビジョンに生かした
り，学校の働き方改革を推進したりすることが
できる。

➊ ＩＣＴの特性・有効性を理解し，授業改善に向
けたＩＣＴの活用を推進するとともに，校内全体
の系統的な情報活用能力の育成を図ることができ
る。

➋ 教育データを適切に収集・整理・分析し，児童
生徒の実態に応じた質の高い授業をデザインする
とともに，授業改善及びその推進を図ることがで
きる。

 I　生徒指導力

 ① 基本的な関わり方
 ② 集団づくり
 ③ 問題行動対応力
 ④ 家庭等との連携

①児童生徒の個性を最大限に伸ばすための適切な
指導体制や支援体制を校内に構築することができ
る。
②模範となる学級経営に取り組むとともに，全校
児童生徒の集団づくりを進めることができる。
③校内の中核として，生徒指導方針を立てるとと
もに，組織的に生徒指導を推進することができ
る。
④家庭・地域・関係機関との連携を深め，問題解
決へ向けての推進体制を構築することができる。

①児童生徒の個性を最大限に伸ばすための適切な指
導体制や支援体制を校内に構築することができる。

②模範となる学級経営に取り組むとともに，全校児
童生徒の集団づくりを進めることができる。
③校内の中核として，生徒指導方針を立てるととも
に，組織的に生徒指導を推進することができる。

④家庭・地域・関係機関との連携を深め，問題解決
へ向けての推進体制を構築することができる。

 
 J　特別な配慮や支援を
　　要する児童生徒へ
　　対応する力

〇特別支援教育の校内体制の充実に向けて，積極
的に関係機関との連携を図り，コーディネーター
的役割を果たすことができる。

〇特別支援教育の校内体制の充実に向けて，積極的
に関係機関との連携を図り，コーディネーター的役
割を果たすことができる。

 A　使命感
 
 ① 使命感・情熱
 ② 倫理観

①常に児童生徒のより良い成長を目指し，岡山市
の教員としての使命感と高潔な教育理念をもって
教育活動にあたることができる。
②校内に，法令遵守の気運や誠実かつ公正に職務
を遂行する風土を醸成することができる。

①常に児童生徒のより良い成長を目指し，岡山市の
教員としての使命感と高潔な教育理念をもって教育
活動にあたることができる。
②校内に，法令遵守の気運や誠実かつ公正に職務を
遂行する風土を醸成することができる。

 F　授業構想力

○中学校区における一貫教育の系統や地域の特色
を踏まえ，カリキュラム・マネジメントの視点か
ら魅力のある授業づくりに取り組むことができ
る。
〇校内研究の組織的な運営や地域との連携を行
い，目標達成のための研究体制を整えることがで
きる。

○中学校区における一貫教育の系統や地域の特色を
踏まえ，カリキュラム・マネジメントの視点から魅
力のある授業づくりに取り組むことができる。

〇校内研究の組織的な運営や地域との連携を行い，
目標達成のための研究体制を整えることができる。

 G　授業展開力

○校内の模範として授業を公開するなど，ニーズ
に応じて授業改善のための具体的な実践に取り組
むことができる。
○校内の教職員の経験や能力を考慮しながら指導
助言を行い，授業力向上に取り組む意欲を高める
ことができる。

●学校内外の模範として授業を公開するなど，
ニーズに応じて授業改善のための具体的な実践に
取り組むことができる。
●学校内外の教職員に，コーチングに関する知識
や技能を生かしながら指導助言を行い，授業力向
上に取り組む意欲を高めることができる。

 H　授業改善力
○児童生徒の学力や校内の授業力に関する課題を
明らかにし，年間指導計画等の改善に取り組むこ
とができる。

○児童生徒の学力や校内の授業力に関する課題を明
らかにし，年間指導計画等の改善に取り組むことが
できる。

 B　向上心
 
 ① 自己研鑽
 ② 今日的な教育課題への
     対応力

①教職員の模範となるよう研修を通して自己研鑽
に努め，学び続けている。
②社会の変化や今日的な教育課題に柔軟に対応
し，課題解決に向け，組織の成長に寄与すること
ができる。

①教職員の模範となるよう研修を通して自己研鑽に
努め，学び続けている。
②社会の変化や今日的な教育課題に柔軟に対応し，
課題解決に向け，組織の成長に寄与することができ
る。

 C　人間関係力
 
 ① 礼儀・社会性
 ② 他者との協調

①礼儀作法，言葉遣い，マナー等の模範となるよ
うに努めるとともに，信頼される組織づくりに寄
与することができる。
②組織のコミュニケーションを活性化させるとと
もに，幅広く他者と協調することができる。

①礼儀作法，言葉遣い，マナー等の模範となるよう
に努めるとともに，信頼される組織づくりに寄与す
ることができる。
②組織のコミュニケーションを活性化させるととも
に，幅広く他者と協調することができる。

 D　人間性

 ① 人間的魅力
 ② 人権尊重
 ③ 健康管理

①豊かな経験に裏打ちされた高い識見をもち，幅
広く他者から信頼されるよう人間的魅力を高める
ことができる。
②人権感覚をさらに磨き，組織として人権尊重の
推進を図ることができる。
③組織としての働き方を見直すとともに，教職員
のメンタルヘルスの推進を図ることができる。

①豊かな経験に裏打ちされた高い識見をもち，幅広
く他者から信頼されるよう人間的魅力を高めること
ができる。
②人権感覚をさらに磨き，組織として人権尊重の推
進を図ることができる。
③組織としての働き方を見直すとともに，教職員の
メンタルヘルスの推進を図ることができる。

 E　マネジメント力

 ① 学年学校経営，
　  校務の遂行
 ② 職場のOJT

➊校務の進行管理と分掌間の意見調整を図りな
がら，要となって校務処理の効率化に取り組む
ことができる。
➋メンターや主任等に指示・指導しながら，意
図的・計画的・組織的に学校全体のOJTを推進
することができる。

①校内の教職員と意識や取組の共有を図りながら，
中核として校務に適切に取り組むことができる。

②若手教員やメンターを支援し，意図的・計画的・
組織的に学校全体のOJTを推進することができる。

Ⅳ深化・発展期（主幹教諭） Ⅳ深化・発展期（指導教諭）

管理職を補佐し，要となって校務処理の効率化
に取り組むとともに，リーダーとして学校組織
の活性化に貢献する

学校内外の授業改善に向けた指導助言を行うとと
もに，リーダーとして学校組織の活性化に貢献す
る

主幹教諭・指導教諭の資質能力に関する指標（岡山市版）

ステージ

資質能力

主幹教諭 指導教諭
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 教育に対する揺るぎない情熱

  ①使命感
  ②向上心

①使命感と高潔な教育理念をもち，組織の責任者としての役割を果たすことができる。

②常に社会の変化や今日的な教育課題に目を向け，謙虚な姿勢で研修に努め，学び続けることがで
きる。

副校長・教頭 校　長

①児童生徒や地域の実態を把握し，「岡山っ子
育成条例」を踏まえた学校の教育ビジョンを示
すことができる。

②学校が機能する組織作りを行うとともに，教
職員と取組の方向性の共有を図り，学校内に協
働の文化を醸成することができる。

指導力・先見性

①授業力等
②自己研鑽・先進性

①優れた指導力の下に指導助言を行い，教職員
の授業力や学級経営力等を伸ばすとともに，校
長を補佐し研修等の実施に努め学校力を高めて
いくことができる。

②常に先見性や探究心をもち，市の施策や国の
動向を理解することに努めるとともに，学校内
外の環境分析を適切に行い，特色ある学校づく
りについて校長に進言することができる。

①優れた指導力の下に指導助言を行い，教職員
の授業力や学級経営力等を伸ばすとともに，研
修等の実施に努め学校力を高めていくことがで
きる。

②常に先見性や探究心をもち，市の施策や国の
動向を理解することに努めるとともに，学校内
外の環境分析を適切に行い，特色ある学校づく
りに向けたリーダーシップを発揮することがで
きる。

学
校
経
営
・
学
校
管
理

学校経営

①ビジョン
②協働

①児童生徒や地域の実態を把握し，「岡山っ子
育成条例」を踏まえた学校の教育ビジョンにつ
いて校長を補佐することができる。

②校長を補佐し，主任等への指示・指導・助言
を通して，教職員と意識や取組の方向性の共有
を図り，学校内に協働の文化を醸成することが
できる。

家庭・地域等との連携

①発信
②連携・協働

①校長を補佐し，学校の現状やビジョン等を家
庭・地域等に発信するとともに相互の意見交換
等の機会を充実させることができる。

②校長を補佐し，家庭・地域等と連携・協働し
て，児童生徒が愛されていると実感できる家
庭，学校園，地域社会の実現を推進することが
できる。

①学校の現状やビジョン等を家庭・地域等に発
信するとともに相互の意見交換等の機会を充実
させることで開かれた学校を構築することがで
きる。

②家庭・地域等と連携・協働して，児童生徒が
愛されていると実感できる家庭，学校園，地域
社会の実現を推進することができる。

危機管理・教育環境の整備

①危機管理
②教育環境の管理

①校長を補佐し，危機管理体制の整備や事故等
の未然防止に努めるとともに，不測の事態に対
しても迅速かつ適切に対処することができる。

②教育環境の整備について校長に進言するとと
もに，公金の管理，諸帳簿等の整理を適切に行
うことができる。

①危機管理体制の整備や事故等の未然防止に努
めるとともに，不測の事態に対しても迅速かつ
適切に対処することができる。

②教育環境の整備や公金の管理，諸帳簿等の整
理を適切に行うことができる。

○校長を補佐し，教職員に法令・通知等を周知
徹底するなどの服務管理とともに，一人一人の
勤務時間管理，健康管理に努めるなどの労務管
理を適切に行うことができる。

○教職員に法令・通知等を周知徹底するなどの
服務管理とともに，一人一人の勤務時間管理，
健康管理に努めるなどの労務管理を適切に行う
ことができる。

 総合的な人間力

  ①人間関係力
  ②人間性
  ③健康管理

①模範となる礼儀・社会性を備え，組織全員の信頼関係をつくり出すことができる。

②誰からも信頼される高い識見と人間的魅力，洗練された人権感覚をもち，人権尊重の推進を図る
ことができる。

③教職員のメンタルヘルスと働き方改革を推進することができる。

○教職員との良好な人間関係を築き，円滑なコ
ミュニケーションにより，意思の疎通を図るこ
とができる。

人材育成

①人材育成と人事評価
②資質の向上に関する
　指導助言

①教職員一人一人の適性等を把握し，能力が最
大限に発揮できるよう，校長を補佐しながら意
図的・計画的・組織的な人材育成と適正な人事
評価を行うことができる。

② 教員一人一人への資質向上に向けた校長の指
導助言を補佐することができる。

①教職員一人一人の適性等を把握し，能力が最
大限に発揮できるよう，意図的・計画的・組織
的な人材育成と適正な人事評価を行うことがで
きる。

② 教員一人一人と研修等に関する記録を活用し
つつ，対話を重ね，研修受講等の資質の向上方
策について適切に指導助言を行うことができ
る。

教
職
員
人
事
管
理

教職員理解
○教職員との良好な人間関係を築き，円滑なコ
ミュニケーションにより，意見等を取りまと
め，適切に校長に進言がすることができる。

教職員管理

副校長・教頭，校長の資質能力に関する指標（岡山市版）

副校長・教頭，校長

5

(3) 副校長・教頭，校長



領域 資質能力 目標

【教職への思い】

○教育への夢と希望をもち，児童生徒の成長のために教育に携わる意欲がある。

〇教育的愛情をもって本気で児童生徒と関わることができ，教員としての喜びや意義を
見出している。

〇児童生徒一人一人の良さを認めて，児童生徒のやる気を引き出すことができる。

【社会人としての自覚】
○社会人としての自覚をもって自己を律することができ，法令等を遵守している。

〇チームの一員として役割を自覚し，協働して課題解決に取り組むことができる。

【向上心】

〇広い教養を備え，人間的魅力を高めようとする意欲がある。

〇多様な経験を積む中で，絶えず自分の取組を振り返り，次の課題解決に生かすことが
できる。

【保健教育等を行う力】

○学習指導要領を理解した上で，保健教育の授業づくりをすることができる。
　・児童生徒の実態をとらえ，健康課題を明らかにして保健教育に役立てることが
　　できる。
　・教材研究を意欲的に行い，主体的・対話的で深い学びの実現に向けた保健教育
　　に生かすことができる。

○今日的な教育課題やカリキュラム・マネジメントについて基礎的な知識を身に付けて
いる。
　
○ＩＣＴ活用について基礎的な知識・技能を身に付けている。

【生徒指導・教育相談・
　児童生徒理解の力】
【保健室経営の力】

○生徒指導・教育相談の基礎的知識を身に付け，児童生徒との信頼関係を築くことの重
要性を理解している。

〇適切な児童生徒理解に基づいて，互いの個性や多様性を認め合う望ましい集団づくり
を行うための基礎的な知識を身に付けている。

○安全・安心な教育環境を確保するための基礎的な知識を身に付けている。

〇保健室の機能を理解した上で，保健室経営の方針の立案や保健室環境の整備等を積極
的に行うことができる。

〇特別な配慮を要する児童生徒一人一人の実態に応じた指導や支援について基礎的な知
識を身に付けている。

【教育課題を解決しようと
   する力】

○岡山県・岡山市それぞれの地域の実態や学校の教育課題を理解し，課題解決に向けて
取り組む意欲がある。

【コミュニケーション力】

○様々な人と協力・連携する中で，多様な考え方を受け入れつつ自分の考えを伝えた
り，良好な人間関係を築いたりすることができる。

○組織の中での役割を理解したり，互いの仕事や健康について相談したりすることがで
きる。

採用時に求める指標（岡山県と岡山市共通）

【保健管理・健康相談を
　行う力】

○学校保健安全法を理解した上で，保健管理を行うことができる。

○学校保健安全法による健康相談の位置付けを理解し，実施することができる。

採用時（養護教諭）

教
育
に
対
す
る
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る
ぎ
な
い
情
熱
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る
力
・
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間
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係
力
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力

６

(4) 養護教諭 ① 採用時



（採用時） Ⅰ基礎形成期 Ⅱ向上期 Ⅲ充実期

（採用時に求める資質能力） 教職員として必要な基礎・基本を
身に付ける

基礎・基本をもとに，積極的に実践を
積み重ねる

自らの実践をもとに，後輩の育成に貢献し，

ミドルリーダーとして学校運営に積極的
に参画する

学校組織の活性化を図り，
リーダーシップを発揮する

Ⅳ深化・発展期

 B　向上心
 
 ① 自己研鑽
 ② 今日的な教育課題への
　  対応力

①より優れた教員を目指し，研修を通して自己研鑽に努め，学び続けている。

②社会の変化や今日的な教育課題（※）に関心をもち，解決に向け，自分を成長させることができる。

①教職員の模範となるよう研修を通して自己研鑽に努め，学び続けている。

②社会の変化や今日的な教育課題（※）に柔軟に対応し，課題解決に向け，組織の成長に寄与するこ
とができる。

 C　人間関係力
 
 ① 礼儀・社会性
 ② 他者との協調

①礼儀作法，言葉遣い，マナー等，社会人としての良識を身に付けた対応ができる。

②積極的にコミュニケーションを図るとともに，他者と協調することができる。

①礼儀作法，言葉遣い，マナー等の模範となるように努めるとともに，信頼される組織づくりに寄与
することができる。

②組織のコミュニケーションを活性化させるとともに，幅広く他者と協調することができる。

 D　人間性

 ① 人間的魅力
 ② 人権尊重
 ③ 健康管理

①広い教養と経験をもとに，周囲から信頼されるよう人間的魅力を高めることができる。

②人権感覚を高め，相手の立場を尊重しながら，他者に接することができる。

③自己のストレス解消法を見つけ，明日への活力につなげることができる。

①豊かな経験に裏打ちされた高い識見をもち，幅広く他者から信頼されるよう人間的魅力を高めるこ
とができる。
②人権感覚をさらに磨き，組織として人権尊重の推進を図ることができる。

③組織としての働き方を見直すとともに，教職員のメンタルヘルスの推進を図ることができる。

 A　使命感
 
 ① 使命感・情熱
 ② 倫理観

【教職への思い】
○教育への夢と希望をもち，児童生徒の成長のため
に教育に携わる意欲がある。
〇教育的愛情をもって本気で児童生徒と関わること
ができ，教員としての喜びや意義を見出している。
〇児童生徒一人一人の良さを認めて，児童生徒のや
る気を引き出すことができる。
【社会人としての自覚】
○社会人としての自覚をもって自己を律することが
でき，法令等を遵守している。
〇チームの一員として役割を自覚し，協働して課題
解決に取り組むことができる。
【向上心】
〇広い教養を備え，人間的魅力を高めようとする意
欲がある。
〇多様な経験を積む中で，絶えず自分の取組を振り
返り，次の課題解決に生かすことができる。
【教育課題を解決しようとする力】
○岡山市の地域の実態や学校の教育課題を理解し，
課題解決に向けて取り組む意欲がある。
【コミュニケーション力】
○様々な人と協力・連携する中で，多様な考え方を
受け入れつつ自分の考えを伝えたり，良好な人間関
係を築いたりすることができる。
○組織の中での役割を理解したり，互いの仕事や健
康について相談したりすることができる。

【保健室経営の力】
〇保健室の機能を理解した上で，保健室経営の方針
の立案や保健室環境の整備等を積極的に行うことが
できる。

【保健管理・健康相談を行う力】
○学校保健安全法を理解した上で，保健管理を行う
ことができる。
○学校保健安全法による健康相談の位置付けを理解
し，実施することができる。
【保健教育等を行う力】
○学習指導要領を理解した上で，保健教育の授業づ
くりをすることができる。
     ・児童生徒の実態をとらえ，健康課題を明らか
　　  にして保健教育に役立てることができる。
     ・教材研究を意欲的に行い，主体的・対話的で
　　  深い学びの実現に向けた保健教育に生かすこ
　　  とができる。
○今日的な教育課題やカリキュラム・マネジメント
について基礎的な知識を身に付けている。

【生徒指導・教育相談・児童生徒理解の力】
○生徒指導・教育相談の基礎的知識を身に付け，児
童生徒との信頼関係を築くことの重要性を理解して
いる。
〇適切な児童生徒理解に基づいて，互いの個性や多
様性を認め合う望ましい集団づくりを行うための基
礎的な知識を身に付けている。
○安全・安心な教育環境を確保するための基礎的な
知識を身に付けている。
〇特別な配慮を要する児童生徒一人一人の実態に応
じた指導や支援について基礎的な知識を身に付けて
いる。

【保健教育等を行う力】
○ＩＣＴ活用について基礎的な知識・技能を身に付
けている。

①常に児童生徒のより良い成長を目指し，岡山市の教員としての使命感をもって教育活動にあたること
ができる。

②教育公務員としての自覚をもち，法令等を遵守し誠実かつ公正に職務を遂行することができる。

①常に児童生徒のより良い成長を目指し，岡山市の教員としての使命感と高潔な教育理念をもって教
育活動にあたることができる。

②校内に，法令遵守の気運や誠実かつ公正に職務を遂行する風土を醸成することができる。

 E　マネジメント力

 ① 保健室経営・
　  保健組織活動，
　  校務の遂行
 ② 連携
 ③ 危機管理

 F　養護教諭の専門性

 ① 保健管理
 ② 保健教育
 ③ 健康相談

①児童生徒の発達の各段階ごとの心身の疾病や障害
を理解し，健康課題を把握し，適切に対応すること
ができる。

②保健教育における養護教諭の役割を理解し，学級
担任等と連携し，養護教諭の専門性を生かした保健
教育を実践することができる。

③健康相談の基本的な方法を理解し，児童生徒の心
身の発達の段階における課題や，現代的な健康課題
との関連を踏まえた健康相談を実践することができ
る。

①保健管理について指導的立場を果たすとともに，保健情報を総合的に評価し，把握した健康課題の
解決に向けて，組織的に対応することができる。

②学習指導要領，児童生徒の実態に基づいた保健教育を実践するとともに，実践について評価と改善
を繰り返しながら，効果的に推進することができる。

③心身の健康課題を総合的に把握し，校内支援体制の充実に努めるとともに，学校医等の専門職や保
護者と連携しながら，健康課題について適切に対応することができる。

①学校における事件事故・災害に備えた救急体制
や心のケアの支援体制を整えるなど，保健安全に
ついて学校運営に参画することができる。

②保健安全教育について教育課程の編成・実践・
評価を通して全体計画を作成することができる。

③心身の健康問題に関して，教職員に対し指導的
役割を果たすことができる。

 G　生徒指導力
 ① 基本的な関わり方
 ② 関係機関等との連携

①児童生徒との関わりや，健康観察，保健調査票等
から，健康管理上の配慮の必要性を把握したり，適
切な指導や支援をしたりすることができる。

②保護者等の関係者や校内組織と連携しながら，個
や場面に応じた生徒指導を行うことができる。

①学校教育目標を理解し，保健教育や保健室経営の
方針を立て，一貫性のある指導・運営を行うことが
できるとともに，計画的に校務に取り組むことがで
きる。
②学校医，学校薬剤師，関係機関等との協力体制を
整え，健康診断等の業務を円滑に実施することがで
きる。
③危機管理の重要性を理解し，緊急時に適切に対応
することができる。

①養護教諭として，組織運営や保健指導充実に積極的に関わり，学校教育目標の実現に向けて工夫改
善を行うことができるとともに，広く積極的・効率的に校務に取り組むことができる。

②児童生徒の心身の健康課題の解決に向け，保護者の理解・協力を求めるとともに，地域，関係機関
等との情報連携や行動連携を行うことができる。

③危機を予測し，連携して未然防止を図るとともに，対応と予防に向けて校内体制等の工夫改善を行
うことができる。

①学校運営について創造的なビジョンやプランの
構築に参画し，教育活動を活性化させることがで
きる。

②保護者等に対して，保健管理や保健指導等のビ
ジョンや目的について説明を行い，理解を得るこ
とができる。
③平常時の未然防止，再発防止を組織的に推進
し，校内体制等の構築を行うことができる。

①児童生徒の健康管理上の指導や支援について，
適切な指導体制や支援体制を校内に構築すること
ができる。

②様々な関係機関等と連携して環境を整え，組織
的な生徒指導を推進することができる。

①様々な情報に基づき，児童生徒の健康管理上の
課題等を的確に把握し，一人一人の成長・発達の
実態に即した適切な指導や支援をすることができ
る。

①児童生徒の健康管理上の課題等を的確に把握
し，適切な指導や支援をすると同時に，教職員に
対して適切な指導や支援について助言をすること
ができる。

16年目以上

〇特別支援教育の校内体制の充実に向けて，積極
的に関係機関との連携を図り，コーディネーター
的役割を果たすことができる。

  I　ＩＣＴや情報・
   教育データの活用力
① 効果的なＩＣＴ活用力，
　 情報活用能力の育成
② 教育データの活用力

① ＩＣＴの特性・有効性を理解し，保健教育や校務等でＩＣＴを活用するとともに，児童生徒の情報
活用能力の育成を意識した保健教育や保健管理，健康相談等に取り組むことができる。

② 教育データを収集・整理・分析し，児童生徒の実態に応じた保健教育や保健管理，健康相談等の実
現に努めることができる。

① ＩＣＴの特性・有効性を理解し，保健教育や校務等で効果的にＩＣＴの活用するとともに，校内
全体の系統的な情報活用能力の育成を意識した保健教育や保健管理，健康相談等に取り組むことが
できる。
②教育データを収集・整理・分析し，児童生徒の実態に応じた学校教育の向上を図ることができ
る。

 H　特別な配慮や支援
　　を要する児童生徒
　　へ対応する力

〇特別な配慮を要する児童生徒一人一人の実態に応
じた指導や支援をすることができる。

〇特別な配慮を要する児童生徒一人一人の背景や
原因を的確に把握し，適切な指導や支援をするこ
とができる。

〇積極的かつ計画的に校内の特別支援教育コー
ディネーター及び関係機関と連携し，指導や支援
を推進することができる。

②関係機関等と連携し，養護教諭の立場から学校全体の生徒指導を支援することができる。

採用時 １年目～３年目 ４年目～10年目 11年目～15年目

養護教諭の資質能力に関する指標（岡山市版） ※ 採用時のみ岡山県と岡山市共通

ステージ

資質能力

養護教諭
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(4) 養護教諭 ② 採用後

※ 現代的健康課題，カリキュラム・マネジメントの充実，情報活用能力の育成 等，内容面については研修において「力量」の視点から育成する。
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領域 資質能力 目標

【教職への思い】

○教育への夢と希望をもち，児童生徒の成長のために教育に携わる意欲がある。

〇教育的愛情をもって本気で児童生徒と関わることができ，教員としての喜びや意義
を見出している。

〇児童生徒一人一人の良さを認めて，児童生徒のやる気を引き出すことができる。

【社会人としての自覚】

○社会人としての自覚をもって自己を律することができ，法令等を遵守している。

〇チームの一員として役割を自覚し，協働して課題解決に取り組むことができる。

【向上心】

〇広い教養を備え，人間的魅力を高めようとする意欲がある。

〇多様な経験を積む中で，絶えず自分の取組を振り返り，次の課題解決に生かすこと
ができる。

【給食管理を行う力】

〇児童生徒の実態把握の必要性について理解している。

〇学校給食実施基準，学校給食衛生管理基準に基づいた給食管理を行うことができ
る。

【生徒指導・教育相談・
   　　児童生徒理解の力】

○生徒指導・教育相談の基礎的知識を身に付け，児童生徒との信頼関係を築くことの
重要性を理解している。

〇適切な児童生徒理解に基づいて，互いの個性や多様性を認め合う望ましい集団づく
りを行うための基礎的な知識を身に付けている。

○安全・安心な教育環境を確保するための基礎的な知識を身に付けている。

〇特別な配慮を要する児童生徒一人一人の実態に応じた指導や支援について基礎的な
知識を身に付けている。

【教育課題を解決しようと
   する力】

○岡山県・岡山市それぞれの地域の実態や学校の教育課題を理解し，課題解決に向け
て取り組む意欲がある。

【コミュニケーション力】

○様々な人と協力・連携する中で、多様な考え方を受け入れつつ自分の考えを伝えた
り，良好な人間関係を築いたりすることができる。

○組織の中での役割を理解したり，互いの仕事や健康について相談したりすることが
できる。

採用時に求める指標（岡山県と岡山市共通）

【食に関する指導を行う力】

○学習指導要領を理解した上で，食に関する授業づくりをすることができる。
　・学校給食の献立を生きた教材として活用することができる。
　・教材研究を意欲的に行い，主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業に
      生かすことができる。

○今日的な教育課題やカリキュラム・マネジメントについて基礎的な知識を身に付け
ている。
　
○ＩＣＴ活用について基礎的な知識・技能を身に付けている。

採用時（栄養教諭）

教
育
に
対
す
る
揺
る
ぎ
な
い
情
熱

つ
な
が
る
力
・
人
間
関
係
力

確
か
な
指
導
力
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(5) 栄養教諭 ① 採用時



 J　ＩＣＴや情報・
　 教育データの活用力
① 効果的なＩＣＴ活用力，
　 情報活用能力の育成
② 教育データの活用力

① ＩＣＴの特性・有効性を理解し，食に関する指導や校務等にＩＣＴを活用するとともに，児童生徒
の情報活用能力の育成を意識した食に関する指導や学校給食の管理に取り組むことができる。

② 教育データを収集・整理・分析し，児童生徒の実態に応じた食に関する指導や学校給食の管理の実
現に努めることができる。

① ＩＣＴの特性・有効性を理解し，食に関する指導や校務等で効果的にＩＣＴを活用するととも
に，児童生徒の情報活用能力の育成を意識した食に関する指導や学校給食の管理に取り組むことがで
きる。
② 教育データを適切に収集・整理・分析し，児童生徒の実態に応じた学校教育の向上を図ることが
できる。

採用時 １年目～３年目 ４年目～10年目 11年目～15年目 16年目以上

  I　特別な配慮や支援
　　を要する児童生徒
　　へ対応する力

〇特別な配慮を要する児童生徒一人一人の実態に応
じた指導や支援をすることができる。

〇特別な配慮を要する児童生徒一人一人の背景や
原因を的確に把握し，適切な指導や支援をするこ
とができる。

〇積極的かつ計画的に校内の特別支援教育コー
ディネーター及び関係機関と連携し，指導や支援
を推進することができる。

①地域や関係機関と連携を図り，食育全体計画の
各学年の目標設定に生かすための発信を行ったり
教育課程の編成に関わったりすることができる。
②食育全体計画を包括的にとらえ，専門的な立場
から的確な助言を行うことができる。

③学習状況を適切に評価し，状況に応じた効果的
な指導方法で実践することができる。

 H　生徒指導力
 ① 基本的な関わり方
 ② 関係機関等との連携

①児童生徒の心情や行動を理解し，適切な指導や支
援をすることができる。

②保護者等の関係者や校内組織と連携しながら，個
や場面に応じた指導を行うことができる。

①様々な情報に基づき，児童生徒の心情や行動を的確に理解し，一人一人の成長・発達の実態に即し
た適切な指導や支援をすることができる。

②関係機関等と連携し，栄養教諭の立場から学校全体の生徒指導を支援することができる。

①児童生徒の個性を最大限に伸ばすための適切な
指導体制や支援体制を校内に構築することができ
る。
②様々な関係機関等と連携して環境を整え，組織
的な生徒指導を推進することができる。

○学校運営について創造的なビジョンやプランの
構築に参画し，教育活動を活性化させることがで
きる。

 F　学校栄養職員・
　　栄養教諭の専門性

 ① 栄養管理
 ② 衛生管理
 ③ 栄養相談

①学校給食実施基準に基づき、学校給食摂取基準や
食品構成を考慮した献立を作成することができる。
学校給食の調理，配食および施設設備に関し，指
導・助言を行うことができる。
②調理従事者の衛生，施設設備の衛生及び食品衛生
の適正を期するため，日常点検及び指導・助言を行
うことができる。
③栄養相談の基本的な方法を理解し，食物アレル
ギー等個々の児童の状況に応じて，保護者と連携
し，健康課題について適切に対応することができ
る。

①学校給食実施基準に基づき，学校給食摂取基準や食品構成を考慮した献立を作成することができ
る。食事状況調査や残食量調査などによる状況把握などの実施により適切な栄養管理を行うことがで
きる。学校給食の調理，配食および施設設備に関し，各校に応じた指導・助言を行うことができる。

②学校給食衛生管理基準等を理解し，調理従事者の衛生，施設設備の衛生及び食品衛生の適正を期す
るため，日常点検及び指導・助言を行うことができる。

③専門職として身に付けた技術を生かし，食に関する課題を総合的にとらえ，教職員，家庭や地域と
連携して適切に対応することができる。

①学校給食における献立作成や学校給食の調理，
配食および施設設備に関し，各校や全市において
指導的立場を果たすことができる。

②衛生管理に関して，各校や全市において指導的
立場を果たすことができる。

③食物アレルギー等，児童生徒の健康課題に関し
て，教職員に対し指導的役割を果たすことができ
る。

 G　食育

 ① 食育全体計画
 ② 指導内容と評価
 ③ 指導の工夫

①児童生徒の実態や学校教育目標をもとに，食育を
推進することができる。

②教科等の特色やねらいを理解し，指導と評価の計
画を共有することができる。

③児童生徒の発達段階に応じた指導を行うことがで
きる。

①食に関する指導に関わる教科等の学習指導要領
や学校の特色を把握し，食育を推進することがで
きる。
②教科等の特色やねらいを理解し，指導と評価の
計画を共有することができる。

③集団や個の食に関する課題を把握し，発達段階
に応じた指導を行うことができる。

 E　マネジメント力
 給食管理・食育推進，
 校務の遂行

○学校教育目標を理解し，給食業務や食育指導の方
針を立て，一貫性のある指導・運営を行うことがで
きるとともに，計画的に校務に取り組むことができ
る。

○栄養教諭として，組織運営や食育指導推進に積極的に関わり，学校教育目標の実現に向けて工夫改
善を行うことができるとともに，広く積極的・効率的に校務に取り組むことができる。

〇積極的かつ計画的に校内の特別支援教育コー
ディネーター及び関係機関と連携し，指導や支援
を推進するとともに，特別支援教育の校内体制の
充実に向けた取組に参画することができる。

①指導内容の系統性や各学習どうしの関連を図り
ながら，体系的・継続的に食育を推進するための
中心的な役割を担うことができる。
②教科等のねらいを達成するための指導内容，評
価の計画を行うことができる。

③食育のねらいが達成できたか適切な評価・分析
を行い，全体計画および年間指導計画の見直しに
生かすことができる。

 B　向上心
 
 ① 自己研鑽
 ② 今日的な教育課題への
　　対応力

①より優れた教職員を目指し，研修を通して自己研鑽に努め，学び続けている。

②社会の変化や今日的な教育課題（※）に関心をもち，解決に向け，自分を成長させることができる。

①教職員の模範となるよう研修を通して自己研鑽に努め，学び続けている。

②社会の変化や今日的な教育課題（※）に柔軟に対応し，課題解決に向け，組織の成長に寄与するこ
とができる。

 C　人間関係力
 
 ① 礼儀・社会性
 ② 他者との協調

①礼儀作法，言葉遣い，マナー等，社会人としての良識を身に付けた対応ができる。

②積極的にコミュニケーションを図るとともに，他者と協調することができる。

①礼儀作法，言葉遣い，マナー等の模範となるように努めるとともに，信頼される組織づくりに寄与
することができる。

②組織のコミュニケーションを活性化させるとともに，幅広く他者と協調することができる。

 D　人間性

 ① 人間的魅力
 ② 人権尊重
 ③ 健康管理

①広い教養と経験をもとに，周囲から信頼されるよう人間的魅力を高めることができる。

②人権感覚を高め，相手の立場を尊重しながら，他者に接することができる。

③自己のストレス解消法を見つけ，明日への活力につなげることができる。

 A　使命感
 
 ① 使命感・情熱
 ② 倫理観

【教職への思い】
○教育への夢と希望をもち，児童生徒の成長のため
に教育に携わる意欲がある。
〇教育的愛情をもって本気で児童生徒と関わること
ができ，教員としての喜びや意義を見出している。
〇児童生徒一人一人の良さを認めて，児童生徒のや
る気を引き出すことができる。
【社会人としての自覚】
○社会人としての自覚をもって自己を律することが
でき，法令等を遵守している。
〇チームの一員として役割を自覚し，協働して課題
解決に取り組むことができる。
【向上心】
〇広い教養を備え，人間的魅力を高めようとする意
欲がある。
〇多様な経験を積む中で，絶えず自分の取組を振り
返り，次の課題解決に生かすことができる。
【教育課題を解決しようとする力】
○岡山市の地域の実態や学校の教育課題を理解し，
課題解決に向けて取り組む意欲がある。

【コミュニケーション力】
○様々な人と協力・連携する中で，多様な考え方を
受け入れつつ自分の考えを伝えたり，良好な人間関
係を築いたりすることができる。
○組織の中での役割を理解したり，互いの仕事や健
康について相談したりすることができる。

【食に関する指導を行う力】
○学習指導要領を理解した上で，食に関する授業づ
くりをすることができる。
　・学校給食の献立を生きた教材として活用する
　　ことができる。
　・教材研究を意欲的に行い，主体的・対話的で
　　深い学びの実現に向けた授業に生かすことが
　　できる。
○今日的な教育課題やカリキュラム・マネジメント
について基礎的な知識を身に付けている。

【給食管理を行う力】
〇児童生徒の実態把握の必要性について理解してい
る。
〇学校給食実施基準，学校給食衛生管理基準に基づ
いた給食管理を行うことができる。

【生徒指導・教育相談・児童生徒理解の力】
○生徒指導・教育相談の基礎的知識を身に付け，児
童生徒との信頼関係を築くことの重要性を理解して
いる。
〇適切な児童生徒理解に基づいて，互いの個性や多
様性を認め合う望ましい集団づくりを行うための基
礎的な知識を身に付けている。
○安全・安心な教育環境を確保するための基礎的な
知識を身に付けている。

〇特別な配慮を要する児童生徒一人一人の実態に応
じた指導や支援について基礎的な知識を身に付けて
いる。

【食に関する指導を行う力】
○ＩＣＴ活用について基礎的な知識・技能を身に付
けている。

①常に児童生徒のより良い成長を目指し，岡山市の教職員としての使命感をもって教育活動にあたるこ
とができる。

②教育公務員としての自覚をもち，法令等を遵守し誠実かつ公正に職務を遂行することができる。

①常に児童生徒のより良い成長を目指し，岡山市の教職員としての使命感と高潔な教育理念をもって
教育活動にあたることができる。

②校内に，法令遵守の気運や誠実かつ公正に職務を遂行する風土を醸成することができる。

①豊かな経験に裏打ちされた高い識見をもち，幅広く他者から信頼されるよう人間的魅力を高めるこ
とができる。
②人権感覚をさらに磨き，組織として人権尊重の推進を図ることができる。

③組織としての働き方を見直すとともに，教職員のメンタルヘルスの推進を図ることができる。

（採用時に求める資質能力） 教職員として必要な基礎・基本を
身に付ける

基礎・基本をもとに，積極的に実践を
積み重ねる

自らの実践をもとに，後輩の育成に貢献し，

ミドルリーダーとして学校運営に積極的
に参画する

学校組織の活性化を図り，
リーダーシップを発揮する

Ⅳ深化・発展期（採用時） Ⅰ基礎形成期 Ⅱ向上期 Ⅲ充実期

栄養教諭の資質能力に関する指標（岡山市版） ※ 採用時のみ岡山県と岡山市共通

ステージ

資質能力

栄養教諭

※ 現代的健康課題，カリキュラム・マネジメントの充実，情報活用能力の育成 等，内容面については研修において「力量」の視点から育成する。
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(5) 栄養教諭 ② 採用後
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１５年経験者研修１５年経験者研修

２ 研修体系

初任者・２年目・３年目研修初任者・２年目・３年目研修

中堅教諭研修中堅教諭研修

総合的ミドル
リーダー研修
総合的ミドル
リーダー研修

指導教諭・主幹教諭研修指導教諭・主幹教諭研修

管理職研修管理職研修

担当している職務の遂行に必要な知識技能等の習得や向上をねらいとした研修担当している職務の遂行に必要な知識技能等の習得や向上をねらいとした研修

教科領域等の指導力の充実，向上をねらいとした研修教科領域等の指導力の充実，向上をねらいとした研修

各種教育課題の解決に向けての知識技能等の充実，向上をねらいとした研修各種教育課題の解決に向けての知識技能等の充実，向上をねらいとした研修

・各教科 ・小学校外国語活動 ・道徳 ・特別活動 ・総合的な学習の時間

・集団づくり研修 ・生徒指導研修 ・特別支援教育研修 ・人権教育研修
・各種研修 ・情報教育研修 等

基本研修基本研修

職能研修職能研修

経験年数に応じて求められる，必要な知識技能等の習得をねらいとした研修経験年数に応じて求められる，必要な知識技能等の習得をねらいとした研修

・講師等研修 ・初任者研修 ・中堅教諭研修 ・１５年経験者研修 等

教科領域等研修教科領域等研修

教育課題等研修教育課題等研修

採用前研修
講師等研修
採用前研修
講師等研修
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Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

・管理職研修 ・主幹教諭，指導教諭研修 ・主任，主事研修

・特別支援教育担当者研修 ・各担当者研修 ・養護教諭研修

・栄養教諭，学校栄養職員研修 ・学校事務職員研修 等



採用前研修

※ 初任者研修

2年目研修

３年目研修

※ 中堅教諭研修

３ 研修ステージ

１～３年目
４～10年目

16年目以上

11～15年目基礎形成期基礎形成期
向上期向上期

充実期充実期 深化・発展期深化・発展期

１５年経験者研修

基礎形成期

向上期

充実期

深化・発展期

11

主幹教諭研修

管理職研修

主
任

・
主
事

各
担
当
者
研
修

講師等研修

教
科
領
域
等
研
修

教
育
課
題
等
研
修

採用前

※ 初任者研修・中堅教諭研修は法定研修 その他は全て岡山市独自の研修

総合的ミドルリーダー研修

指導教諭
研修

（ 大学との
連携講座 ）
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４ キャリアステージ

１

～

３

年
目

４

～

10

年
目

11

～

15

年
目

16

年
目
以
上

若手教員

中堅教員（前半）

副校長・教頭

校長

主幹教諭指導教諭

ベテラン教員

中堅教員（後半） ミドルリーダー

基
礎
形
成
期

向
上
期

充
実
期

深
化
・
発
展
期

教職員として必要な基礎・基本を身に付ける教職員として必要な基礎・基本を身に付ける

基礎・基本をもとに，積極的に実践を積み重ねる基礎・基本をもとに，積極的に実践を積み重ねる

最高責任者として
リーダーシップを発揮
（研修等に関する記録
を活用した資質の向上
に関する指導助言等）

最高責任者として
リーダーシップを発揮
（研修等に関する記録
を活用した資質の向上
に関する指導助言等）

管理職 として
リーダーシップを発揮

管理職 として
リーダーシップを発揮

学校組織の活性化
を図り，リーダー
シップを発揮する

自らの実践をもとに，
後輩の育成に貢献し，
ミドルリーダーとして
学校運営に積極的に参
画する

学校内外の授業
改善に向けた指
導助言を行うと
ともに，リー
ダーとして学校
組織の活性化に
貢献する

学校内外の授業
改善に向けた指
導助言を行うと
ともに，リー
ダーとして学校
組織の活性化に
貢献する

管理職を補佐し，
要となって校務処
理の効率化に取り
組むとともに，
リーダーとして学
校組織の活性化に
貢献する

管理職を補佐し，
要となって校務処
理の効率化に取り
組むとともに，
リーダーとして学
校組織の活性化に
貢献する

組織と人を育てる力を高める

みんなをつなぎ自ら専門性を高める

ベテランと若手をつなぎ，「チー

ム学校」の中核となるための高度

なマネジメント能力を身に付ける

ベテランと若手をつなぎ，「チー

ム学校」の中核となるための高度

なマネジメント能力を身に付ける



Ⅳ深化・発展期

教職員として必要な
基礎・基本を身に付
ける

基礎・基本をもと
に，積極的に実践
を積み重ねる

自らの実践をもと
に，後輩の育成に貢
献し，ミドルリー
ダーとして学校運営
に積極的に参画する

学校組織の活性化を
図り，リーダーシッ
プを発揮する

求められる資質能力

採
用
前

Ⅰ基礎形成期 Ⅱ向上期 Ⅲ充実期

５ 資質能力と研修体系の相関

研修講座において，

研修講師を務め後輩の育成に携わる

教

職

に

必

要

な

素

養

学

習

指

導

情熱・力量・人間力

生

徒

指

導

特

別

支

援

Ｉ

Ｃ

Ｔ

初任者研修

2年目研修

３年目研修

１～３年目 ４～１０年目 １１～１５年目 １６年目以上

中堅教諭研修

１５年経験者

研修

養護教諭研修 栄養教諭研修

主任・主事研修 各担当者研修

（特別支援教育・教務主任・人権教育担当者 等）

教育課題等研修

集団づくり研修 生徒指導研修 特別支援教育研修

人権教育研修 各種研修 情報教育研修

校内ＯＪＴ
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採用前

研修

総合的ミドルリーダー研修

指導教諭研修

教科領域等研修 ※大学との連携講座

自身のニーズに合わせた研修の受講（自主研修）

主幹教諭研修



　

（採用時） Ⅰ基礎形成期 Ⅱ向上期 Ⅲ充実期 Ⅳ深化・発展期

（採用時に求める資質能力） 教職員として必要な基礎・基本を身に付ける
　　基礎・基本をもとに，積極的に実践を
　　積み重ねる

　　自らの実践をもとに，後輩の育成に貢献し，

ミドルリーダーとして園運営に積極的に参画
する

園組織の活性化を図り，リーダーシップを
発揮する

    A 使命感
 

 ① 使命感・情熱
 ② 倫理観

①子供のより良い成長を目指し，保育活動に意欲
をもって臨むことができる。

②社会人としての自覚をもち，法令等を遵守して
いる。

①常に子供のより良い成長を目指し，岡山市の教員としての使命感をもって教育活動にあたることがで
きる。

②教育公務員としての自覚をもち，法令等を遵守し誠実かつ公正に職務を遂行することができる。

   E マネジメント力

 ① 学年園経営
     園務の遂行
 ② 職場のOJT

①関係者と情報の連絡調整をしながら，効率的に
作業に取り組むことができる。

②所属する組織の中で与えられた役割を自覚し，
共に成長しようとする意識をもっている。

①管理職や同僚等に報告・連絡・相談を適切に行いな
がら，計画的に園務に取り組むことができる。

②管理職や同僚等からの指導・助言を謙虚に受け止
め，柔軟に取り入れ，自主的な学びの場を求めること
ができる。

①学年団組織の経営について参画・調整しなが
ら，主体的・計画的に園務に取り組むことができ
る。

②メンターとしての自覚をもち，若手教員の課題
や悩みに寄り添い，日常的に適切な助言を行うこ
とができる。

情
熱
・
力
量
・
人
間
力
を
有
し
学
び
続
け
る
教
職
員

    B 向上心
 
 ① 自己研鑽
 ② 今日的な教育課題への
　 対応力

①優れた教員を目指し，謙虚に，積極的に学ぼう
とする姿勢がある。

②社会の変化や今日的な教育課題（※）に関心を
もっている。

①より優れた教員を目指して，研修を通して自己研鑽に努め，学び続けている。
②社会の変化や今日的な教育課題（※）に関心をもち，解決に向け，自分を成長させることができる。

①教職員の模範となるよう研修を通して自己研鑽に努め，学び続けている。
②社会の変化や今日的な教育課題（※）に柔軟に対応し，課題解決に向け，組織の成長に寄与するこ
とができる。

   C 人間関係力
 

 ① 礼儀・社会性
 ② 他者との協調

①礼儀作法等，対人関係力の基本を身に付けてい
る。
②人間関係の重要性を理解し，積極的にコミュニ
ケーションを図ることができる。

①礼儀作法，言葉遣い，マナー等，社会人としての良識を身に付けた対応ができる。

②積極的にコミュニケーションを図るとともに，他者と協調することができる。

①礼儀作法，言葉遣い，マナー等の模範となるように努めるとともに，信頼される組織づくりに寄与
することができる。
②組織のコミュニケーションを活性化させるとともに，幅広く他者と協調することができる。

総
合
的
な
人
間
力

    D 人間性

 ① 人間的魅力
 ② 人権尊重
 ③ 健康管理

①広い教養を備え，人間的魅力を高めようとする
意識をもっている。
②人権に対する基礎的知識や人権尊重の態度を身
に付けている。
③健康的な生活習慣を維持し，自己の健康管理を
行うことができる。

①広い教養と経験をもとに，周囲から信頼されるよう人間的魅力を高めることができる。

②人権感覚を高め，相手の立場を尊重しながら，他者に接することができる。
③自己のストレス解消法を見つけ，明日への活力につなげることができる。

①豊かな経験に裏打ちされた高い識見をもち，幅広く他者から信頼されるよう人間的魅力を高めるこ
とができる。
②人権感覚をさらに磨き，組織として人権尊重の推進を図ることができる。
③組織としての働き方を見直すとともに、教職員のメンタルヘルスの推進を図ることができる。

教
育
に
対
す
る

　
揺
る
ぎ
な
い
情
熱

①危機管理や園の課題について改善策を提案しなが
ら，広く積極的・効率的に園務に取り組むことがで
きる。

②ミドルリーダーとしての自覚をもち，若手教員と
園内の教職員をつなぐコーディネーター的な役割を
担うことができる。

①園内の教職員と意識や取組の共有を図りなが
ら，中核として園務に適切に取り組むことができ
る。

②若手教員やメンターを支援し，意図的・計画
的・組織的に園全体のOJTを推進することがで
きる。

○園内の保育力に関する課題を明らかにし，年間
指導計画等の改善に取り組むことができる。

○園内の模範として保育を公開するなど，ニーズ
に応じて保育改善のための具体的な実践に取り組
むことができる。
○園内の教職員の経験や能力を考慮しながら指導
助言を行い，保育力向上に取り組む意欲を高める
ことができる。

①常に子供のより良い成長を目指し，岡山市の教員としての使命感と高潔な教育理念をもって教育活
動にあたることができる。

②園内に，法令遵守の気運や誠実かつ公正に職務を遂行する風土を醸成することができる。

○園内研究の充実・改善を図り，適切な助言ができ
る。

    G 保育展開力

〇言葉掛けや絵本の読み聞かせ等の基本的な保育
技術を身に付けている。

○子供の反応や思いを大切にした保育を柔軟に展開す
ることができる。

〇子供の思いや願いを実現するためのより有効な
手立てを探り，創造的・発展的な保育を展開する
ことができる。

○園内の研究主題に応じた効果的な教材や指導方法
を工夫し，提案性のある保育を積極的に公開するこ
とができる。

〇園内研究の推進を図り，保育の展開について的確
な助言をすることができる。

○子供の発達段階や「幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿」を踏まえ，カリキュラム・マネジメント
の視点から保育内容の精選や指導方法の改善に取り
組むことができる。
〇園内研究に主体的に参画し，他の教職員が保育を
計画する際に保育の構想について助言することがで
きる。

○中学校区における一貫教育の系統や地域の特色
を踏まえ，カリキュラム・マネジメントの視点か
ら魅力のある保育づくりに取り組むことができ
る。
〇園内研究の組織的な運営や地域との連携を行
い，目標達成のための研究体制を整えることがで
きる。

①子供との積極的な関わりの中で，発達を理解し，適
切な指導や支援をすることができる。

①様々な情報に基づき，子供の心情や行動を的確
に理解し，一人一人の成長・発達の実態に即した
適切な指導や支援をすることができる。

①子供理解について他の教職員からの相談に応じ，
一人一人の個性を踏まえた適切な指導や支援につい
て助言をすることができる。

①子供の個性を最大限に伸ばすための適切な指導
体制や支援体制を園内に構築することができる。

②学級経営の取組方法を学び，先輩教員や管理職に相
談しながら適切に集団づくりを進めることができる。
③家庭との連携の大切さを認識し，情報共有を図るこ
とができる。

②学級経営の様々な取組方法をもとに，創意工夫
をしながら実態に応じた集団づくりを進めること
ができる。
③家庭・地域と連携を図り，信頼関係を築くこと
ができる。

②信頼される学級経営に取り組むとともに，学年の
子供の集団づくりを進めることができる。
③家庭・地域・関係機関と連携を図り，家庭支援の
視点をもち，適切な対応を行うことができる。

②模範となる学級経営に取り組むとともに，園全
体の子供の集団づくりを進めることができる。
③家庭・地域・関係機関との連携を深め，問題解
決へ向けての推進体制を構築することができる。

〇特別な配慮を要する子供一人一人の実態に応じた指
導や支援をすることができる。

〇特別な配慮を要する子供一人一人の背景や原因
を的確に把握し，適切な指導や支援をすることが
できる。

　 H 保育改善力

○保育を分析し改善する意義を理解している。 ○子供の姿や保育を振り返り，次の保育に活かすこと
ができる。基本的な指導技術の向上に取り組むことが
できる。

○子供の姿からねらいや内容等を修正したり，環
境を再構成したりし，指導に活かすことができ
る。
○自己の専門性の向上，課題や苦手分野の改善に
取り組むことができる。

16年目以上

〇特別支援教育の園内体制の充実に向けて，積極
的に関係機関との連携を図り，コーディネーター
的役割を果たすことができる。

　K 情報活用力

〇情報モラルや情報機器について基礎的な知識を
身に付けている。

〇保育における子供の体験と情報機器との関連を考慮
し，保育実践に活用していくことができる。

〇保育における子供の体験と情報機器との関連を
考慮し，計画的に保育実践に活用していくことが
できる。

〇保育における子供の体験と情報機器との関連を考慮し，計画的に保育実践に活用していくことがで
きるとともに，自らの実践を基に園内全体に活用の推進を図ることができる。

教
育
の
専
門
家
と
し
て
の
確
か
な
力
量

    F 保育構想力

〇幼稚園教育要領，幼保連携型認定こども園教
育・保育要領，保育所保育指針を踏まえた保育の
在り方を理解しており，主体的・対話的で深い学
びの実現に向けた保育のイメージをもつことがで
きる。

〇子供の興味や関心を踏まえ，ねらいを設定し，達成
するために，主体的・対話的で深い学びの実現に向け
た保育づくりに取り組むことができる。

採用時 １年目～３年目 ４年目～10年目 11年目～15年目

○子供の興味や関心を捉え，教材研究を行い，意
図的・計画的に主体的・対話的で深い学びの実現
に向けた保育づくりに取り組むことができる。

〇積極的かつ計画的に園内の特別支援教育コーディ
ネーター及び関係機関と連携し，指導や支援を推進
することができる。

    I 子供理解・指導力

 ① 基本的な関わり方
 ② 集団づくり
 ③ 家庭等との連携

①子供理解の基本を身に付け，一人一人を大切に
しながら保育に携わることができる。
①子供の発達や生活リズムを理解している。
①子供の疾病や事故防止の重要性について理解し
ている。
②学級経営の基本や，互いの個性や多様性を認め
合う集団づくりの大切さを理解している。
③家庭・地域・関係機関との連携の在り方を理解
している。

①子供が安定した生活を送れるように，一人一人に応じた柔軟で応答的な環境構成や関わりができる。
　子供の健康や安全に関する認識を深め，保健的で安全な環境をつくることができる。

①子供の発達を見通して，一人一人の発達の過程に応じた適切な援助や関わりができる。
　保健的で安全な環境をつくるために，園の職員間の連携や協力体制づくりを進めることができる。

 J  特別な配慮や支援
  を要する子供へ対応
  する力

〇特別な配慮を要する子供への基本的な関わり方
を理解している。

ステージ

資質能力

※ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた保育改善，カリキュラム・マネジメントの充実，健康・安全教育，子育て支援等，内容面については研修において「力量」の視点から育成する。

教
職
に
必
要
な
素
養

教
育
・
保
育
の
実
践

子
供
理
解
・
指
導
力

特
別
支
援

情
報
活
用

岡山市の

目指す教

職員像

Ⅲ 就学前
１ 指標 (1) 教員等

岡山市の教員等の資質能力に関する指標 【就学前】
岡山市・岡山市教育委員会

教員等（就学前）
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○教職員に法令・通知等を周知徹底するなどの服務管理とともに，一人一人の勤務時間管
理，健康管理に努めるなどの労務管理を適切に行うことができる。

①園の現状やビジョン等を家庭・地域等に発信するとともに相互の意見交換等の機会を充
実させることで開かれた園を構築することができる。

②家庭・地域等と連携・協働して，子供が愛されていると実感できる家庭，学校園，地域
社会の実現を推進することができる。

総合的な人間力

①人間関係力
②人間性
③健康管理

①模範となる礼儀・社会性を備え，組織全員の信頼関係をつくり出すことができる。

②誰からも信頼される高い識見と人間的魅力，洗練された人権感覚をもち，人権尊重の推
進を図ることができる。

③教職員のメンタルヘルスと働き方改革を推進することができる。

教
職
員
人
事
管
理

教職員理解
○教職員との良好な人間関係を築き，円滑なコミュニケーションにより，意思の疎通を図
ることができる。

人材育成
①人材育成と人事評価
②資質向上に関する
　指導助言

①教職員一人一人の適性等を把握し，能力が最大限に発揮できるよう，意図的・計画的・
組織的な人材育成と適正な人事評価を行うことができる。

②教員一人一人と研修等に関する記録を活用しつつ，対話を重ね，研修受講等の資質の向
上方策について適切に指導助言を行うことができる。

教職員管理

危機管理・教育環境の整備

①危機管理
②園環境の管理

①危機管理体制の整備や事故等の未然防止に努めるとともに，不測の事態に対しても迅速
かつ適切に対処することができる。

②園環境の整備や公金の管理，諸帳簿等の整理を適切に行うことができる。

学
校
経
営
・
学
校
管
理

園経営

①ビジョン
②協働

①子供や地域の実態を把握し，「岡山っ子育成条例」を踏まえた園の教育ビジョンを示す
ことができる。

②園が機能する組織作りを行うとともに，教職員と取組の方向性の共有を図り，園内に協
働の文化を醸成することができる。

指導力・先見性

①保育力等
②自己研鑽・先進性

①優れた指導力の下に指導助言を行い，教職員の保育力や学級経営力等を伸ばすととも
に，研修等の実施に努め園の力を高めていくことができる。

②常に先見性や探究心をもち，市の施策や国の動向を理解し，柔軟な対応をすることに努
めるとともに，園内外の環境分析を適切に行い，特色ある園づくりに向けたリーダーシッ
プを発揮することができる。

家庭・地域等との連携

①発信
②連携・協働

園　長

教育に対する揺るぎない情熱

①使命感
②向上心

①使命感と高潔な教育理念をもち，組織の責任者としての役割を果たすことができる。

②常に社会の変化や今日的な教育課題に目を向け，謙虚な姿勢で研修に努め，学び続ける
ことができる。

岡山市の園長に関する指標

岡山市・岡山市教育委員会

園長１ 指標 (2) 園長
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２年目研修・３年目研修２年目研修・３年目研修

中堅教諭等研修中堅教諭等研修

主任（教諭等）研修主任（教諭等）研修

管理職研修管理職研修

担当している職務の遂行に必要な知識技能等の習得や
向上をねらいとした研修
担当している職務の遂行に必要な知識技能等の習得や
向上をねらいとした研修

各種教育課題の解決に向けての知識技能等の充
実，向上をねらいとした研修
各種教育課題の解決に向けての知識技能等の充
実，向上をねらいとした研修

・園長研修 ・主任（教諭等）研修 ・合同研修
・特別支援教育担当者研修 ・各担当者研修 等

・人権教育研修 ・情報教育研修 ・各種研修 等

基本研修基本研修

職能研修職能研修

経験年数に応じて求められる，必要な知識技能等の習
得をねらいとした研修
経験年数に応じて求められる，必要な知識技能等の習
得をねらいとした研修

・新規採用教員研修 ・2年目研修 ・3年目研修 ・中堅教諭等研修

・会計年度任用職員研修 等

教育課題等研修教育課題等研修

新規採用教員研修新規採用教員研修
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Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

保育専門研修保育専門研修 保育内容等の指導力の充実，向上をねらいとし
た研修
保育内容等の指導力の充実，向上をねらいとし
た研修

・保育実技研修 ・就学前学級経営研修 ・保育力アップ研修
・特別支援教育・障害児保育研修 等

２ 研修体系【就学前】



１～３年目
４～10年目

16年目以上

11～15年目基礎形成期基礎形成期
向上期向上期

充実期充実期
深化・発展期深化・発展期

※ 新規採用教員研修

※ 中堅教諭等研修

基礎形成期

向上期

充実期

深化・発展期 管理職研修

各
担
当
者
研
修

教
育
課
題
等
研
修

保
育
専
門
研
修
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※ 新採用教員研修・中堅教諭等研修は法定研修 その他は全て岡山市独自の研修

２年目研修

３年目研修

会計年度任用職員研修

３ 研修ステージ【就学前】



１

～

３

年
目

４

～

10

年
目

11

～

15

年
目

16

年
目
以
上

若手教員

中堅教員（前半）

園長
ベテラン教員

中堅教員（後半）

基
礎
形
成
期

向
上
期

充
実
期

深
化
・
発
展
期

教職員として必要な基礎・基本を身に付ける教職員として必要な基礎・基本を身に付ける

基礎・基本をもとに，積極的に実践を積み重ねる基礎・基本をもとに，積極的に実践を積み重ねる

最高責任者として
リーダーシップを発揮
最高責任者として

リーダーシップを発揮

園組織の活性化を図り，リーダーシップを
発揮する

自らの実践をもとに，後輩の育成に貢献し，
ミドルリーダーとして園運営に積極的に参画す
る

組織と人を育てる力を高める

みんなをつなぎ自ら専門性を高める
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４ キャリアステージ【就学前】



教職員として必要な
基礎・基本を身に付
ける

基礎・基本をもと
に，積極的に実践
を積み重ねる

自らの実践をもと
に，後輩の育成に
貢献し，ミドルリ
ーダーとして園運
営に積極的に参画
する

園組織の活性化を図
り，リーダーシップ
を発揮する

求められる資質能力 Ⅳ深化・発展期Ⅰ基礎形成期 Ⅱ向上期 Ⅲ充実期

教

職

に

必

要

な

素

養

教

育

・

保

育

の

実

践

情熱・力量・人間力

特

別

支

援

情

報

活

用

新規採用教員研修

１～３年目 ４～１０年目 １１～１５年目 １６年目以上

統括主任研修

合同職員研修

管理職研修

保育専門研修

【保育実技研修】 【保育力アップ研修】

新任主任研修

各担当者研修
（ 特別支援教育 ・研究主任 ・就学前・小学校連携 ・人権教育担当者 等 ）

研修講座において，

研修講師を務め後輩の育成に携わる

園内ＯＪＴ

特別支援教育・障害児保育研修

人権教育研修 各種研修

2年目研修

3年目研修

中堅教諭等研修

５ 資質能力と研修体系の相関【就学前】

子

供

理

解

・

指

導

力
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